
家畜排せつ物の適正管理に向けた取組強化期間の設定について 

 

 

 

 

 

 

１ 趣旨 
家畜排せつ物の河川への流出や地下への浸透などの危険性が極めて高くなる融雪期に

おいて、家畜排せつ物の適正な管理や利用などが図られるよう、市町村・道（総合振興

局・振興局、本庁）の各段階において、家畜排せつ物管理適正化指導チーム等による必要

な取組を実施する。 

 

２ 期間 
令和８年（2026年）３月中～下旬からの概ね１か月間とする。 

なお、具体的な取組期間(期日)については、気象条件など地域の実情を勘案の上、総合

振興局・振興局指導チーム等において設定する。 

 

３ 取組内容等 
（１）市町村チームは、畜産農家の個別点検を実施し、取組の趣旨や具体的な対応方策な

どについて周知するとともに、適正な管理の実施について指導する。 

（２）総合振興局・振興局チームは、参考資料の配布等により市町村チームに取組の周知・

徹底を図るとともに、取組に対し支援する。 

（３）道（本庁）チームは、参考資料の配布及び広報等により取組の周知を図る。 

 

４ 重点事項 

 近年は、家畜排せつ物が直接的に河川等に流出した事案等が複数件発生している。 

家畜排せつ物法において、畜産農家は、家畜排せつ物の管理基準を遵守することとされ

ているほか、水質汚濁防止法に基づく届出や排水基準など関係法令の遵守も求められるこ

とから、融雪期における家畜排せつ物の適正な管理について、次の考え方を参考に、指導

の徹底を図ること。 

（１）融雪水が家畜排せつ物処理施設に流入することが予想される場合は、土のうを積む

か、排水路を確保するなど、施設への流入防止対策を図ること。 

（２）家畜排せつ物処理施設から、ふん尿等が外部に流出するおそれがある場合は、シー

ト等の不浸透性資材による貯留槽の設置や、農場のこう配を考慮した土盛りを行うな

ど、農場外への流出防止対策を図ること。 

（３）万一流出事故が発生した場合には、事故原因の解消と流出物の除去などの被害拡大

防止対策をすみやかに実施するとともに、関係機関に報告し、対応について指示を受

けること。 

 

 

令和８年（2026年）３月          
北海道家畜排せつ物管理適正化指導チーム  
事務局：道農政部畜産振興課畜産環境係   



畜産農家のみなさんへ 

 

 

 
 
 

○ 一定頭数以上を飼養する畜産農家とは 
 
 
 
 

○ 法律の基準とは 

 
 
 
 
 

○ 家畜排せつ物の不適正な管理とは 

 
 
 

【注意点】＜令和７年９月より追加＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 改善に向けた指導方法や法律に基づく罰則などの規定とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「家畜排せつ物法」の正式な名称：「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律」 

指導チームに 
よる事前指導 

知事による 
指導・助言 

知事による 
勧告 

知事による 
命令 

告発・罰則等
摘要 

畜産農家のみなさまへ 

一定頭数以上を飼養する畜産農家のみなさまは 

「家畜排せつ物法」の基準に従い、 

家畜ふん尿を管理しなければなりません！ 

家畜排せつ物は施設において管理しなければなりません。 
また、排汁などを地下浸透・流出させないよう、次のような施設の構造に関する基準が設け

られていますが、シートを利用した簡易な施設でも、法律の基準を満たすことが可能です。 
・ふんの処理・保管施設     ＝ 不浸透性資材の床＋適当な覆い＋側壁 
・尿やスラリーの処理・保管施設 ＝ 不浸透性資材の貯留槽 

ふんの野積み、尿やスラリーの素掘貯留のほか、施設がある場合であっても、施設や管理の
不備により、家畜排せつ物や排汁の地下浸透・周囲への流出がある場合は不適正な管理に該当
します。大雨や融雪時などの管理には特に注意が必要です。 

家畜排せつ物の不適正な管理を解消するため、まず、道や市町村などに設置する「家畜排せ
つ物管理適正化指導チーム」が事前指導を行い、改善策や達成期限などを提示します。 

事前指導によって改善が図られない場合には、法律に基づき知事が指導・助言を行います。 
さらに必要があれば、知事が勧告、命令を行います。 
なお、この命令に従わない場合には最高で５０万円以下の罰金に処せられます。 

牛 １０頭以上    豚 １００頭以上   鶏 ２，０００羽以上  馬 １０頭以上 
を飼養する農家が該当します。 

ただし、牛及び馬では６か月齢未満（乳用種育成経営については、飼養されている育成牛の
実頭数に１／３を乗じて得た数が飼養頭数となります。）、豚では３か月齢未満、鶏では２日
齢未満のものは頭数のカウント対象から除外されます。 

◆ 近年は、家畜排せつ物が直接的に河川に流出した事案や、飼料作付地に散布した
スラリー等が降雨により河川へ流出した事案が複数件発生しています。 

◆ 家畜排せつ物法において、畜産農家は、家畜排せつ物の管理基準を遵守すること
とされているほか、水質汚濁防止法に基づく届出や排水基準など関係法令の遵守も
求められます。 

◆ 飼料作付地へのスラリー等の散布に関して、適切な散布量とすることはもとよ
り、土質、傾斜、河川からの距離などほ場ごとの流出のリスクを、経営主や代表者
のみならず散布作業を行う従業員や作業の委託先も含めた関係者が、十分に理解し
た上で適切に行うこと。 



 

 

 

 

定期的に次の項目をチェックして、該当する場合は速やかに改善を図ること。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草地等への散布を検討 

散布時期や、過剰施用にな

らないことを確認し、草地

などに速やかに散布する。 

チェック その１ 

家畜排せつ物の野積みや 

素掘りがある 

チェック その２ 

施設から排汁等の流出が 

ある 

チェック その３ 

クラックなど、施設に破損 

がある 

土のうなどの対応を検討 

土のうや牧草ロールなどで

緊急避難的に排汁等の流出

を速やかに防止する。 

施設の修繕を検討① 

堆肥舎の床や壁にクラック

がある場合は、速やかに修

繕し排汁漏れを防止する。 

はい いいえ 

ＯＫ 

既存施設への搬入を検討 

堆肥舎等の施設に速やかに

搬入する。 

シート施設等の設置を検討 

施設の容量が足りない場合 

などは、シート施設等を設 

置し速やかに搬入する。 

上記の対応方法などを参考に、それぞれの状況に

応じた改善策を実施し、不適正な管理を解消 

敷料等の投入を検討 

敷料等の水分調整材を投入

し、排汁等の発生を抑制す

る。 

施設の修繕を検討② 

施設のそのほかの破損や、

附帯する機械の故障等につ

いても速やかに修繕する。 

施設改善や雨水対策を検討 

排汁槽を設置。また側壁や 

側溝などを設置し、雨水流 

入や排汁流出を防止する。 

はい いいえ はい いいえ 

ＯＫ ＯＫ 

ご不明な点やご相談などがある場合は、北海道（総合）振興局農務課のほか 

市町村、農協、農業改良普及センターなどにお問い合わせください 

       北海道〇〇（総合）振興局農務課 〇〇係  TEL        内線  

基準に従った適正な管理を行ってください 
家畜排せつ物の野積みや地下浸透・周囲への流出など

がある場合には、日常の管理などを改善し不適正な状況
を速やかに解消してください。 



畜産農業の用に供する次の施設は、水質汚濁防止法の特定施設に該当します。

これらの施設を設置し、河川などの公共用水域※1に排水しようとする場合は、

各施設の設置工事着工の６０日前までに水質汚濁防止法に基づく届出が必要です。※2

全ての事業場が対象

届出が必要な施設

※1 川、湖、海等のほか、これらに接続する水路（分流式下水道や側溝）も含みます。
※2 増築の結果合計面積が下記を超える場合を含む。未届けの場合は速やかに提出。
※3 排出水が、環境省の指定する水域に流入する場合のみ適用

未 届 け ・ 虚 偽 届 け

水質汚濁防止法の届出を
忘れていませんか？

馬房施設
500㎡以上

牛房施設

２００㎡以上

排水基準が適用される項目

畜産農家の皆様へ

豚房施設
50㎡以上

、亜硝酸性化合物及び硝酸化合物
（硝酸性窒素等）

１日の排水量が５０㎥を超える事業場が対象

アンモニア・アンモニア化合物

生物化学的酸素要求量（BOD）
または 化学的酸素要求量（COD）

浮遊物質量（SS）
大腸菌数

全窒素含有量
全リン含有量

※3

罰則

三 月 以 下 の 拘 禁 刑 又 は 三 十 万 円 以 下 の 罰 金

排 水 基 準 違 反 を
改 善 し な い 一 年 以 下 の 拘 禁 刑 又 は 百 万 円 以 下 の 罰 金

な ど

北海道の水質汚濁対策について（ホームページ）
所在地毎の問い合わせ先、排水基準、関係様式を掲載しています。

水質汚濁対策 検索

① 北海道のホームページを開く

② ページ画面右上の「サイト内検索」

③ 検索結果から「水質汚濁対策（工場・事業場排水）について」をクリック

http://www.pref.Hokkaido.lg.jp

問い合わせなど

または

を読込！


